

























































































































































































































































































































































































































た。H.Hallensleben, Die Malerschule des Königs Milutin, Gießen, 1963; E.I.Kouri, Die Milutinschule der byzantinischcen 
Wandmalerei in Serbien, Makedonien, Kosovo-Metohien und Montenegro (1294 /95 -1321 ), Helsinki, 1982. なお二人組を
エウティキオスが父とする父子であると見る研究もあるが、本稿では二人の関係性や聖堂装飾においてどち
らが手掛けたかの分類には立ち入らない。M. Marković,“e Painter Eutychios─Father of Michael Astrapas and 
Protomaster of the Frescoes in the Church of the Virgin Peribleptos in Ohrid,” Zbornik za likovne umetnosti Matice srpske 
38 (2010), pp.9-34. 本稿で言う「二人組」はミハイルとエウティキオスの名を持つ画家と彼らが率いた工房を示
すこととする。
（２）　｢聖母の眠り｣ の伝承の展開や神学的研究は以下を参照。M. Jugie, La mort et l’assomption de la sainte Vierge: Étude 
historicodoctrinale, ST 114, Vatican, 1944; 《Koimesis》, RBK, Band.IV, 1992, cols.136-182; B.E. Daley, “’At the Hour of our 
Death’: Mary’s Dormition and Chrisitian Dying in Late Patristic and Early Byzantine Literature,” DOP 55 (2001), pp. 
71-90; S. Shoemaker, Ancient Traditions of the Virgin Mary’s Dormition and Assumption, New York, 2002.
（３）　12世紀には十二大祭図像として聖堂装飾に定着したとされる。E. Kitzinger, “Reections on the Feast Cycle in 
Byzantine Art,” CahArch 36(1988), pp.51-71.
（４）　Hallensleben, op.cit., p.23.
112
（５）　H. Maguire, Art and Eloquence in Byzantium, Princeton, 1981, pp.59-61. 聖堂内の配置についての重要性は拙稿も参
照。「パナギア・マヴリオティッサ修道院の聖堂装飾プログラム─「キミシス」と「最後の審判」を中心として─」
『美術史研究』48冊、2010年、pp.23-44．
（６）　説話については以下の教父説教を主に参照。Ed. and trans. by B.E. Daley, On the Dormition of Mary: early patristic 








（９）　エピソードの先行研究は以下を参照。S. Shoemaker, “’Let Us Go and Burn her Body’: e Image of the Jews in the 
Early Dormition Traditions,” Church History 68: 4 (1999), pp.775-823.
（10）　武田一文「手を切断されるユダヤ人─ビザンティン聖堂装飾「聖母の眠り」図に描かれた反ユダヤ的モティー
フについて」『WASEDA RILAS JOURNAL』Vol.3、2015年発行予定．
（11）　ゴンザレスは個々のイメージの典拠について考察を行っている。S. González, “e Death of the Virgin Mary 
(1295) in the Macedonian Church of the Panagia Peribleptos in Ohrid: Iconographic Interpretation from the Perspective 























約人物像について─ 」『WASEDA RILAS JOURNAL』Vol.1 (2013), pp.17-27.
（21）　Hallensleben, op.cit., p.31.
113ビザンティン聖堂における画家ミハイルとエウティキオスの作品について
（22）　Ibid., p.36.
（23）　手を布で覆い隠す仕草は、敬意と貴重品の拝受を示すものとして古代ローマから「マニブス・ウェラーティ
ス」と呼ばれた。後にビザンティン美術へも取り入れられ、特に聖母子像における天使が多く採ると指摘され
ている。菅原裕文『ビザンティン世界におけるエレウサ型聖母子像の受容』、博士論文（早稲田大学）、2012年、
pp.55-70．
（24）　1215年の第４ラテラノ公会議が決定的な分水嶺であったと思われる。武田前掲「手を切断されるユダヤ人─
ビザンティン聖堂装飾「聖母の眠り」図に描かれた反ユダヤ的モティーフについて」参照。
（25）　聖母の予型と本稿で取り上げた聖堂群の関係については以下を参照。清水美佐「グラチャニツァ修道院・デ
チャニ修道院の至聖所周辺における聖母の予型─マリア伝サイクルとの関係において─」『WASEDA RILAS 
JOURNAL』Vol.2 (2014), pp.61-71.
（26）　聖堂中軸図像の重要性については以下を参照。益田前掲『プログラム論』、pp.75-104．
